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　「災害」をテーマに、市内中高生と地域の方が一緒

にＤＩＧ（災害図上訓練）を行いました。 

　もしも大田原で大地震が起こったら「市内で危険な場
所はどこ？」「洪水が起こったら頼れる人はどこにいる
？」など、地域の方からしか聞けない“いざ ”というと

き覚えておきたいことや、備えについて考えました。

災害は突然やってきます。災害に備えて、普段の生活か

ら「つながりをつくっておくこと」「地域を知っておくこ
と」が大切と学びました。

【参加者の感想】
・自分が住んでいる地域の情報を知っている

　と、いざというときに助け合えると感じた。

・災害時に身の回りの人と助け合うために

も、地域とのつながりを大切にしたい。   
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   赤い羽根共同募金は、「じぶんのまちを良くする

しくみ」です。みなさんからの心のこもった募金は、

ひとり暮らし高齢者への食事サービス、福祉教育

副読本「ともに生きる」の作成など市内の福祉活動

などに使われています。

ぐ こうれいしゃ しょくじ ふくしきょういく

ふくどくほん い さくせい し な い ふ く し かつどう

つか

始まります！

　令和５年度に、市内保育園・幼稚園・小

中学校で集まった募金は、380,866円

でした。

今年度もご協力よろしくお願いします。

福祉教育副読本「ともに生きる」発行事業
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お父さんとお兄さんは見るこ
とができますが、弟は見るこ
とができません。

私は、なわとびが得意！ でも、計算は苦手だな・・・。

一人ひとりに合わせた対応が必要なんだ。
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                 ともに生きる大田原
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　大人や子ども、車いすを使う人や、 目の見えない人。私たちの暮らす地域には
たくさんの人が住んでいます。 そして、一人ひとりがかけがえのない存在です。

一人ひとり違うからこそお話が必要

お話ならできるかも！

平等と公平のちがい
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3つの箱をお父さん、お兄さん、弟
の3人に平等・公平に渡すとどうな
るでしょう？
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小さい順に多く渡します

必ずしも

“みんな同じ”が
良い環境を作るとは
限りません。

かなら

みんなに1つずつ渡します

まずはお話をして相手を知ることが大切だよ。
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 お話ししましょう  知りましょう

                 ともに生きる大田原

一人ひとり得意なこと、苦手なことがあるよね。困りごとも違うね。

下のトピックスを見て、参考にしてみてね。
どんな対応がいいか、一緒に考えてみよう。

にん　    びょうどう　    こうへい　  わた

❷

①
②
③



ポイント

２２ 相手を知ることが大切

生活のしにくさを感じている人はたくさんいるよ。
でも、生活のしにくさって、感じ方は人それぞれなんだ。

障がいのある人の生活のしにくさをなくすために、その人
の特徴や状況に合わせたやり方で、無理のない範囲で手伝
えるといいね。

特徴や状況に合わせるって？

一人ひとり、どんなことが生活のしにくさと感じているのか、
考えてみよう。 

※令和６年４月１日から改正障害者差別解消法が施行され「合理的配慮の提供」が義務化されました。

「バギー」利用者さんと
お母さんに聞きました！

病院に行ったり、何か道具を積んだり、

生活をするのにとても便利です。 

　もし事故にあったりしたら、みんなも
使うことがあるかもしれません。
　でも、娘がバギーに乗っているところ
を珍しそうに見ている人がいるんです。
　私たちにとっては、いつもの暮らしな
ので普通に接してほしいです。

障がいがあっても、買い物に行ったり、友だちと遊びに行ったり、
みんなと同じように生活しています。
障がいがあるかないかにかかわらず、交流しましょう。そして困っ
たときはお互いさまです。大人の人と協力して、できることは手伝
えるといいですね。
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合理的配慮ってなに？
ごう り てき  はい りょ

絵/佐久山小学校４年　大野 杏樹さん
え　   さ く やましょうがっこう　 ねん　 おお の あんじゅ

　若草中学校３年生の
２人が、障がい当事者
の保護者である和久千
夏子さんにインタビュ
ーをしました。

松本さん：他の人と違うと感じたり、見た目で分かることはありますか。
和久さん：息子は、知的障がいや自閉傾向があって、こだわりが強い
　　　　 です。触覚過敏があり、マスクを着けることは「痛い」と感じ
　　　　 るため、みなさんのように長時間着けることができません。
和久さん：見た目では分かりづらいですが、かかわることで分かって
　　　　 もらえることがあると思います。
松本さん：   「合理的配慮」についてどう思いますか。
　　　　 ぼくは、  学校にスロープや手すりがあるので、  それが  「合
　　　　 理的配慮」だと思います。
奧山さん：ぼくは、 小学校にエレベーターがあって、ケガをした子しか
　　　　 使えななくて「ずるい」と思っていたけど、  「合理的配慮」を
　　　　　知って、その子は、エレベーターを使った方がいいと思いま
　　　　　した。
和久さん：合理的配慮は 「建設的な話し合い」が必要で、   「過度な負
　　　　　担にならないこと」です。 例えば、みなさんのお家が２階建
　　　　　てで、車いす利用者のお友達が２階へ上がりたいからエレ
　　　　　ベーターをすぐ付けて欲しいと言ったらどうですか？
奧山さん：無理です！
和久さん：それが 「過度な負担」 ということなんです。 そこで 「じゃ、
　　　　　来ないで」 というのと、   「２階に上がらなくても１階で遊べ
　　　　　るようにするからぜひ遊びに来て」というのとどちらがい
　　　　 いですか？
奧山さん：後者ですね。
和久さん：お互いに楽しく過ごすためにはどうしたらいいのかなっ
　　　　 て、 話し合いをして工夫することが大切なんだと思います。
☆和久さんから中学生のみなさんへ☆
和久さん：相手のことを知ろうという気持ちをもって欲しいです。
　　　　　お話をして理解を深めることやお互いを思い合う気持ち
　　　　　を大事にしてください。
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大田原
市社会福祉協議会は、みんなのふだんのくらしのしあわせを応援しています！

市社協では活動にご賛同いただける方を会員とし、会費をいただいています。
会費は各地区社協の事業や見守り活動、地域ささえ合い、それを推進する福祉委員活動の支援などに活用されています。会員の皆様のご協

力で、あたたかな地域づくりが行われています。自分たちの住む地域をより良くしていくためにも、多くの方々のご協力をお願いいたします。
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